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キトウェ市 
＊道路番号：No.5、＊道路名：Eshowe Road、＊道路延長：0.4km、＊周辺土地利用：工業地域、 

＊道路総幅員：13～15m、＊起終点：Zomba Road 交差点⇒Blantyre Road 交差点 
路面状況（全延長：簡易舗装） 

0.2km 付近より終点側を見た様子 0.2km 付近 

 

 

簡易舗装が施されているが、

全延長に亘り路面は激しく破

損しており、予備調査時のラ

フネス指数平均値も17と非常

に不良あった。従って、道路

改修の際には路盤から構築す

る必要がある。道路周辺が軽

工業地域の産業道路である。

道路側溝（0.2km 付近） 

左側 右側 

 

道路の右側には、上幅 2m、深

さ1m程の土水路が設けられて

いが、左側に側溝は設けられ

ていない。雨水は、Zomba Road

の側溝を通じて Kitwe Stream

へ排出される。 

＊道路番号：No.6、＊道路名：Juba Road、＊道路延長：0.1km、＊周辺土地利用：工業地域、 

＊道路総幅員：9～10m、＊起終点：Eshowe Road 交差点⇒Zomba Road 交差点 
路面状況（全延長：簡易舗装） 

終点手前より終点側を見た様子 終点付近 

 

 

全延長に亘り路面は激しく破

損しており、予備調査時のラ

フネス指数平均値も 17 と非

常に不良であった。従って、

道路改修の際には路盤から構

築する必要がある。Eshowe 

Road と Zomba Road を繋ぐ僅

か 0.1km 程の区間で、周辺は

軽工業地域である。 

道路側溝（終点付近） 

左側 右側 

 

道路の右側には、上幅 0.6m、

深さ 0.6m 程の練石積側溝が

設けられているが、左側に側

溝は設けられていない。雨水

は、Blantyre Road の側溝を

通じてKitwe Streamへ排出さ

れる。 

側溝を新設する必要がある。 

損傷の激しい路面 

左 側 に は
側 溝 が 設
けられてお
らず、新設
する必要が
ある。 

損傷の激しい路面 
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キトウェ市 
＊道路番号：No.7、＊道路名：Matuka Avenue、＊道路延長：0.4km、＊周辺土地利用：官庁／商業地域、 

＊道路総幅員：20～21m、＊起終点：Nyerere Road 交差点⇒Chisokone Avenue 交差点 
路面状況（全延長：簡易舗装） 

終点付近より起点側を見た様子 終点付近 

 

 

簡易舗装が施されているが、

全延長の 1/2 の路面は激しく

破損しており、予備調査時の

ラフネス指数平均値も16と非

常に不良であった。路面の損

傷状況から判断すると、道路

改修の際には路盤から構築す

る必要がある。大型車両の通

行量は 20 台/日と少ないもの

の、車両の全体通行量は 2,300

台/日(共に予備調査結果)と

かなり多い。 

道路側溝（終点付近） 

左側（起点方向を見る） 右側（起点方向を見る） 

 

道路の両側には上幅 1m、深さ

0.5～1ｍ程の土水路あるいは

練石積の側溝が設けられてい

る。縦断線形は凹型で、起終

点からサグ部に集まった雨水

は、約 1.2km の幹線排水路を

通じて Kitwe Stream へ排出し

ている。 

＊道路番号：No.8、＊道路名：Kantanta Street、＊道路延長：2.4km、＊周辺土地利用：官庁／住宅街、 

＊道路総幅員：13～19m、＊起終点：President Avenue 交差点⇒Chiwala Avenue 交差点 
路面状況（全延長：簡易舗装） 

起点付近より終点側を見た様子 2.1km 付近 

 

 

簡易舗装が施されているが、小さ

なポットホールが相当数発生し

ており、予備調査時のラフネス指

数平均値も 11 とやや不良であ

る。路面状態から判断するとオー

バーレイ工法を適用できる可能

性がある。市内中心部と東側の閑

静な宅地を結ぶ地域間の通勤・通

学道路であるので大型車両の通

行量は 20 台/日と少ないものの、

車両の全体通行量は 2,900 台/日

(共に予備調査結果)とかなり多

い。 

道路側溝（2.1km 付近） 

左側 右側 

  

住宅地内の道路の両側には土

水路の側溝あるいは道路保留

帯上に浅い溝があり、雨水が

流下している。住宅へのアク

セス路下にはカルバートが設

けられているが、土砂で閉塞

してしまったものが多く、流

水の疎通を阻害している。

Eighteenth Avenue から延び

た土水路が流末排水路になっ

ており Kitwe ぼた捨場へ排出

している。 

土砂で閉塞したカル

バートが多い。 

雨水は道路保留帯上

の浅い溝を流下する。 

道路横断方向に舗装材の

はく離が進行している。 

ポットホールが拡大している。
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キトウェ市 
＊道路番号：No.9、＊道路名：Racecourse Twatasha、＊道路延長：2.9km、＊周辺土地利用：低所得者住宅街、

＊道路総幅員：14～15m、＊起終点：Government Road 交差点⇒Twatasha 市場 
路面状況（全延長：簡易舗装） 

0.2km 付近より終点側を見た様子 1.6km 付近 

 

全延長に亘り簡易舗装が施さ

れているが路面の破損が相当

大きく、予備調査時のラフネ

ス指数平均値も 13 であった。

市北側の低所得者住宅地域の

主要道路であり、現況では大

型車両の通行は稀である。始

点から 0.7km までの左側の地

域は工業地域に用途変更され

ており、近い将来の工場進出

によって、大型車両の通行路

となることが予想される。 

道路側溝（0.2km 付近） 

左側 右側 

 

始点から 0.7km までの道路区

間両側には上幅 2m、深さ 0.5

～1m 程の土水路が設けられて

いる。この区間の流末排水路

は、民地を貫流し、Chimwemwe

墓 地 の 北 側 か ら Mindolo

Stream へ通じている。0.7km

地点以降の区間には道路側溝

が設けられておらず、路面上

の雨水は、道路の両側へ自然

流下している。 

＊道路番号：No.10、＊道路名：Luangwa Walk、＊道路延長：0.7km、＊周辺土地利用：住宅街、 

＊道路総幅員：13～14m、＊起終点：Jambo Drive 交差点⇒Freedom Avenue 交差点 
路面状況（全延長：簡易舗装） 

0.4m 付近より終点側を見た様子 0.4km 付近 

 

 

全延長に亘り簡易舗装が施さ

れている。ポットホールの数

が多く、予備調査時のラフネ

ス指数平均値も 13 であった。

路面の損傷状況から判断する

と、道路改修の際には路盤か

ら構築する必要がある。沿道

は閑静な住宅街であり、大型

車両の通行は稀である。 

道路側溝（0.4km 付近） 

左側 右側 

 

道路の右側には、区間によっ

ては上幅 0.8m、深さ 0.3m 程

の練石積側溝が設けられてい

る。道路の左側には側溝が設

けられておらず、雨水は道路

保留帯上を流下する。Jambo 

Drive の道路側溝を通じて

Kitwe Stream へ排出してい

る。 

 

雨水は道路保護帯上

を流下している。 

工業地域へ用途変

更されている。 

ポットホール

の多い路面 
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キトウェ市 
＊道路番号：No.11、＊道路名：Chilonga Mukwae、＊道路延長：2.7km（Chilonga 区間 1.4km、Mukwae 区間

1.3km）、＊周辺土地利用：低所得者住宅街、＊道路総幅員：13～19m、＊起終点：Kazembe Road 交差点⇒

Kwacha Road 交差点 
路面状況（全延長：簡易舗装） 

Chilonga 区間（西側の区間で、Mukwae との分

岐点から 0.2km 付近より終点側を見た様子） 

Mukwae 区間（東側の区間で、起点から

0.4km 付近より終点側を見た様子） 

  

(1)Chilonga 区間：分岐点～0.4km

の延長0.4km区間では舗装材のほ

とんどが剥離している。0.4km～

終点の延長1km区間の路面状態は

比較的良好であるが、道路横断方

向全体に至る路面破損が数箇所

見受けられる。 

 

(2)Mukwae 区間：起点～0.4km で

は舗装材が完全に剥離しラテラ

イト路面化している。0.4～1.2km

ではポットホールが多く見受け

られる。1.2km～終点の延長 0.1km

についても、舗装材が損傷して完

全に剥離している。 

道路側溝（Chilonga 区間、Mukwae との分岐点から 0.2km 付近）

左側 右側 

 

(1)Chilonga 区間：道路の両側に

上幅 1～1.2m、深さ 0.3～1m 程の

土水路あるいは練石積水路が設

けられている。雨水は北方向へ流

下し、Bulangililo 地区で流末水

路に排出し、Ipusukilo 地区を貫

流して最後には Kafue 川へ至る。

 

(2)Mukwae 区間：側溝がほとんど

設けられておらず、路面の雨水は

道路の両側へ自然排水されてい

る。 

＊道路番号：No.12、＊道路名：Chinyemba/Kitwe Playing Fields Road、＊道路延長：0.9km、＊周辺土地利用：

高所得者住宅街、＊道路総幅員：13～14m、＊起終点：Kwacha Road 交差点⇒Kuomboka Drive 交差点 
路面状況（全延長：簡易舗装） 

起点付近より終点側を見た様子 起点付近 

 

全延長に亘り簡易舗装が施され

ている。ポットホールの数がやや

多く、路面の平坦性に劣るため予

備調査時のラフネス指数平均値

は 11 であった。路面状態から判

断するとオーバーレイによる改

修の可能性がある。周辺は閑静な

高所得者住宅街で、大型車両の通

行量は 20 台/日と少ないものの、

車両の全体通行量は 1,800 台/日

(共に予備調査結果)である。 

道路側溝（起点付近） 

左側 右側 

 

 

道路の両側に上幅 1～2.5m、深

さ 0.5～1m 程の土水路あるい

は練石積水路が設けられてい

る。しかしながら、土水路に

ついては土砂で埋まっている

箇所が多く、流水の疎通がな

い。本道路側溝の雨水は、

Kwacha Road および Kuomboka 

Road の道路側溝へ排出してい

る。 

分岐点～0.4km までは
舗装材のほとんどが剥
離している。 

起点～0.4km までの舗
装材は完全に剥離して
いる。 

側溝が土砂で埋まってお

り流水の疎通がない。
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キトウェ市 
＊道路番号：No.13、＊道路名：Congo Way、＊道路延長：0.9km、＊周辺土地利用：高所得者住宅街、 

＊道路総幅員：16～19m、＊起終点：Jambo Drive 交差点⇒Zambezi Way 交差点 
路面状況（全延長：簡易舗装） 

0.6km 付近より起点側を見た様子 0.6km 付近 

 

 

全延長に亘り簡易舗装が施さ

れているが、ポットホールや

くぼみが多く、予備調査時の

ラフネス指数平均値は13であ

った。道路改修の際には路盤

から構築する必要がある。周

辺は閑静な高所得者住宅街

で、大型車両の通行量は 7台/

日と少ないものの、車両の全

体通行量は 1,200 台/日(共に

予備調査結果)の通勤・通学路

である。 

道路側溝（0.6km 付近） 

左側（起点方向を見る） 右側（起点方向を見る） 

道路の左側に上幅 0.5～2m、深

さ0.5m程の土水路あるいはブ

ロック積水路が設けられてい

る。右側については部分的に

側溝が設けられている程度で

流水の疎通はない。本道路側

溝の雨水は、Riverside 地区に

源を発し Kitwe Stream へ至る

流末水路に排出している。 

＊道路番号：No.14、＊道路名：Nile Avenue、＊道路延長：0.7km、＊周辺土地利用：高所得者住宅街、 

＊道路総幅員：14～15m、＊起終点：Jambo Drive 交差点⇒Zambezi Way 交差点 
路面状況（全延長：簡易舗装） 

0.6km 付近より起点側を見た様子 0.6km 付近 

 

 

ポットホールやくぼみが多

く、予備調査時のラフネス指

数平均値も16と路面状態は非

常に不良である。従って、道

路改修の際には路盤から構築

する必要がある。周辺は閑静

な高所得者住宅街である通

勤・通学路である。 

道路側溝（0.6km 付近） 

左側（起点方向を見る） 右側（起点方向を見る） 

 

道路の両側に上幅 2～3m、深さ

0.5m 程の浅い土水路が設けら

れている。本道路側溝の雨水

は、起終点側から道路区間の

中央方向へ流下し、Riverside

地区に源を発し Kitwe Stream

へ至る流末水路に排出してい

る。 

 

舗装材はほぼ完全に剥離し
ている。 

破損が激しく、くぼみが多い路面。
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キトウェ市 
＊道路番号：No.15、＊道路名：Almalik Road、＊道路延長：1.6km、＊周辺土地利用：住宅街、 

＊道路総幅員：8～14m、＊起終点：Jambo Drive 交差点⇒Chipata 市場 
路面状況（基点～1.0km：簡易舗装、1.0km～終点：未舗装） 

0.5km 付近より終点側を見た様子 1.4km 付近より終点側を見た様子 

起点～1km は簡易舗装が施されて

いるが、ポットホールや路面の破

損が多い。1km～終点の延長 0.6km

は未舗装で、部分的にコブルが張

られている。予備調査時のラフネ

ス指数平均値は 14 と路面状態は

不良である。一方、高所得者住宅

街を横断して低所得者住宅街お

よび市場へ至る通勤・通学・買物

に重要な生活道路であり、大型車

両の通行量は50台/日と多くない

ものの、車両の全体通行量は

3,100 台/日(共に予備調査結果)

と多い。 

道路側溝（0.5km 付近） 

左側 右側 

起点～1km は道路の両側に上
幅 0.7～3m、深さ 0.5～1m 程の
土水路あるいは練石積水路が
設けられている。この区間の
雨水は、Chipata 地区内の低原
野、および Kopa Street の側
溝を流下して Riverside 地区
から Kitwe Stream へ至る流末
水路へ排出している。1km～終
点の延長 0.6km 区間には道路
側溝が設けられておらず、路
面の排水は道路両側の住居内
へ直接流出している。 

＊道路番号：No.16、＊道路名：Kopa Street、＊道路延長：1.1km、＊周辺土地利用：高所得者住宅街、 

＊道路総幅員：14～15m、＊起終点：Almalik Street 交差点⇒Chipata 方向 
路面状況（全延長：簡易舗装） 

0.2km 付近より終点側を見た様子 0.2km 付近 

 

 

全延長に亘り簡易舗装が施さ

れているが、路面の破損が激

しく、予備調査時のラフネス

指数平均値は 14 であった。従

って、道路改修の際には路盤

から構築する必要がある。 

道路側溝（0.2km 付近） 

左側 右側 

 

道路の両側に上幅 1.5～3m、

深さ 0.5～1m 程の土水路が設

けられており、中には自宅前

の側溝を自前で整備している

高所得者もいる。路面の雨水

は、Lulamba Road の側溝を流

下して Riverside 地区から

Kitwe Stream へ至る流末水路

へ排出している。 

自宅前の側溝を自前で整備
している高所得者もいる。 

路面は全延長に亘り
激しく損傷している。 
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キトウェ市 
＊道路番号：No.17、＊道路名：Lulamba Road、＊道路延長：0.4km、＊周辺土地利用：高所得者住宅街、 

＊道路総幅員：14～15m、＊起終点：Kopa Street 交差点⇒Riverside 流末排水路方向 
路面状況（全延長：簡易舗装） 

起点付近より終点側を見た様子 起点付近 

 

 

全延長に亘り簡易舗装が施さ

れているが、路面の破損が激

しく、予備調査時のラフネス

指数平均値も16と非常に不良

である。従って、道路改修の

際には路盤から構築する必要

がある。 

道路側溝（起点付近） 

左側 右側 

道路の両側に上幅 1～4m、深さ

0.2～0.5m 程の浅い土水路が

設けられている。Almalik Road

および Kopa Street の道路側

溝の下流水路を兼ねており、

Riverside 地 区 か ら Kitwe 

Stream へ至る流末水路へ排出

している。 

＊道路番号：No.18、＊道路名：Natwange Road、＊道路延長：0.9km、＊周辺土地利用：工業地域、 

＊道路総幅員：13～14m、＊起終点：Independence Avenue 交差点⇒Miseshi 地区方向 
路面状況（全延長：簡易舗装） 

起点付近より終点側を見た様子 起点付近 

 

簡易舗装が施されているが、特に

交差点ではポットホールが多く、

予備調査時のラフネス指数平均

値も 9とやや不良である。路面状

態から判断するとオーバーレイ

工法を適用できる可能性がある。

工業地域北部の幹線産業道路で

ある。大型車両の通行量は 190

台/日程度であるが、車両の全体

通行量は 2,300 台/日(共に予備

調査結果)とかなり多い。 

道路側溝（起点付近） 

左側 右側 

  

縦断線形は大きな凹型で、起

点側には道路側溝は設けられ

ておらず、道路の右側に自然

排水している。終点側からサ

グ部へ至る区間の両側には、

上幅 0.5m、深さ 0.5～1m 程の

コンクリート水路が設けられ

ている。雨水はサグ部へ流下

し、Mindolo Stream へ至る流

末水路へ排出している。 

激しく損傷した路面。

起点側には道路の左右共に
側溝が設けられていない。 

路面の雨水は道路の右側に
自然排水されている。 
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キトウェ市 
＊道路番号：No.19、＊道路名：Mutentemuko Road、＊道路延長：1.1km、＊周辺土地利用：工業地域、 

＊道路総幅員：14～16m、＊起終点：Natwange Road 交差点⇒Mindolo Stream 方向 
路面状況（全延長：簡易舗装） 

0.1km 付近より起点側を見た様子 1.0km 付近 

 

起点～0.9km まではポットホール

が多少有るものの、路面状態は比

較的良好である。しかしながら、

0.9km～終点までの延長 0.2km 区

間については、舗装材がほぼ完全

に剥離しており、くぼみも多く、

結果としてラフネス指数の平均

値は 8に降下している。舗装改修

に当り、路面状態から判断する

と、起点～0.9km まではオーバー

レイ工法を適用できる可能性が

あるが、0.9km～終点については

路盤から構築する必要がある。工

業地域北部の幹線産業道路であ

る。 

道路側溝（0.1km 付近） 

左側 右側 

 

道路の左側に上幅 0.5～1m、深

さ0.5m程度の土水路が設けら

れている。右側については、

一貫した側溝が設けられてお

らず、雨水は道路保留帯上の

草地を流下している。本道路

区間の雨水は Mindolo Stream

へ排出している。 

＊道路番号：No.20、＊道路名：Miseshi Street、＊道路延長：0.9km、＊周辺土地利用：工業地域、 

＊道路総幅員：11～12m、＊起終点：Independence Avenue 交差点⇒Dr.Aggrey Avenue 交差点 
路面状況（全延長：簡易舗装） 

0.1km 付近より終点側を見た様子 0.1km 付近 

 

 

全延長に亘り簡易舗装が施さ

れているが、路面の破損が激

しく、予備調査時のラフネス

指数平均値も 14 と不良であ

る。従って、道路改修の際に

は路盤から構築する必要があ

る。工業地域の幹線産業道路

であり、大型車両の通行量は

120 台/日程度、車両全体の通

行量は 1,500 台/日(共に予備

調査結果)程度である。 

道路側溝（0.1km 付近） 

左側 右側 

 

道路の両側に上幅 0.5～1m、

深さ 0.3～0.7m 程の土水路が

設けられている。縦断線形は

穏やかな凹型で、雨水は起終

点側から側溝を通じてサグ部

へ流下する。サグ部からは

Mindolo Stream へと至る流末

排水路へ排出している。 

 

側溝が設けられておらず、
雨水は道路保留帯上を流
下している。 

舗装材の多くが損傷して剥離し
ている。
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キトウェ市 
＊道路番号：No.21、＊道路名：Kanongesha Road、＊道路延長：0.7km、＊周辺土地利用：工業地域、 

＊道路総幅員：10～11m、＊起終点：Independence Avenue 交差点⇒Dr.Aggrey Avenue 交差点 
路面状況（全延長：簡易舗装） 

0.3km 付近より終点側を見た様子 0.3km 付近 

 

 

全延長の内、起点側の 200m およ

び終点側の 50m を除き、舗装材の

ほとんどが破損して剥離してお

り、予備調査時のラフネス指数も

12 とやや不良である。路面の損傷

状況から判断すると、改修の際に

は路盤から構築する必要がある。

周辺は重工業工場の並ぶ産業道

路であるが、予備調査時の大型車

両通行量は 80 台/日、車両全体通

行量も 1,100 台/日と交通量はさ

ほど多くはない。 

道路側溝（0.3km 付近） 

左側 右側 

道路の両側に上幅 0.5～1m、深

さ 0.3～0.5m 程の土水路ある

いは練石積水路が設けられて

い る 。 雨 水 は Dr.Aggrey 

Avenue の道路側溝を流下し、

Mindolo Stream の支線水路へ

排出する。 

＊道路番号：No.22、＊道路名：Mulilakwenda Road、＊道路延長：0.8km、＊周辺土地利用：工業地域、 

＊道路総幅員：9～10m、＊起終点：Independence Avenue 交差点⇒Dr.Aggrey Avenue 交差点 
路面状況（全延長：簡易舗装） 

起点付近より終点側を見た様子 起点付近 

 

 

全延長の内、舗装材のほとんどが

破損して剥離しているものの、路

面の平坦性が比較的良好なため

に、予備調査時のラフネス指数も

7 と比較的良好である。路面の損

傷状況から判断すると、改修の際

には路盤から構築する必要があ

る。周辺は化学工場や重機械工場

の並ぶ産業道路である。予備調査

時の大型車両通行量は 60 台/日、

車両全体通行量も 300 台/日と交

通量と少なかったが、道路改修に

よって交通量の大幅な増加が予

想される。 

道路側溝（起点付近） 

左側 右側 

 

道路の両側に上幅 0.5～2m、深

さ 0.2～1m 程の土水路あるい

は練石積水路が設けられてい

る。雨水は Dr.Aggrey Avenue

の道路側溝を流下し、Mindolo 

Stream の支線水路へ排出す

る。 

 

舗装材が完全に剥離している。

舗装材は完全に剥離しているが、
路面の平坦性は比較的良好。 
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キトウェ市 
＊道路番号：No.23、＊道路名：Lilongwe Road、＊道路延長：0.6km、＊周辺土地利用：工業地域、 

＊道路総幅員：16～17m、＊起終点 Dr.Aggrey Avenue (South) 交差点⇒Nyerere Road 交差点 
路面状況（全延長：簡易舗装） 

終点付近より起点側を見た様子 終点付近 

 

 

全延長の内、起点側の 0.1km を除

き、舗装材は完全に破損して剥離

しており、予備調査時のラフネス

指数も 12 とやや不良である。路

面の損傷状況から判断すると、改

修の際には路盤から構築する必

要がある。周辺は建設機械関連の

重工業工場の並ぶ産業道路であ

るが、予備調査時の大型車両通行

量は 20 台/日、車両全体通行量も

700 台/日と交通量はさほど多く

はないが、道路改修によって交通

量の大幅な増加が予想される。 

道路側溝（終点付近） 

左側（起点方向を見る） 右側（起点方向を見る） 

道路の両側に上幅 1.5～2.5m、

深さ0.5m程の土水路が設けら

れている。雨水は Dr.Aggrey 

Avenue(South)および Nyerere 

Road の道路側溝を流下し、

Kitwe Stream へ排出する。 

＊道路番号：No.24、＊道路名：Poinsentia Drive、＊道路延長：0.9km、＊周辺土地利用：低所得者、一般住宅、

＊道路総幅員：14～15m、＊起終点 Chibuluma Road 交差点⇒Dr.Aggrey Avenue (South) 交差点 
路面状況（全延長：簡易舗装） 

起点付近より終点側を見た様子 0.8km 付近 

 

 

起点付近を除き舗装材の損傷が

激しく、予備調査時のラフネス指

数も 12 とやや不良である。路面

の損傷状況から判断すると、改修

の際には路盤から構築する必要

がある。周辺は工業地域に隣接し

た低所得者および一般住宅地で、

予備調査時の大型車両通行量は 6

台/日と稀で、生活道路としての

役割を担っている。車両全体通行

量も 900 台/日と交通量はさほど

多くはない。 

道路側溝（起点付近） 

左側 右側 

 

道路の両側に上幅 0.5～1m、深

さ 0.5～1m 程の土水路あるい

は練石積水路が設けられてい

る。道路の縦断線形は凹型で、

起終点側からサグ部に流下し

た雨水は Kitwe Stream へ至る

流末水路に排出する。 

 

舗装材が完全に剥離している。

起点付近を除き、路面の損
傷が激しい。
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キトウェ市 
＊道路番号：No.25、＊道路名：Lumumba Drive、＊道路延長：1.6km、＊周辺土地利用：官庁／住宅街、 

＊道路総幅員：11～16m、＊起終点 Freedom Avenue 交差点⇒Kantanta Street 交差点 
路面状況（全延長：簡易舗装） 

起点付近より終点側を見た様子 1.4km 付近より起点側を見た様子 

  

起点～Enos Chomba Avenue の延長
1km 区間については、ポットホー
ルが少なく路面状態は比較的良
好である。Enos Chomba Avenue～
終点の延長 0.6km 区間について
は、路面の損傷が進行しており、
舗装材が大きく剥離している。こ
の結果、予備調査時のラフネス指
数も 10 とやや不良である。改修
に当り、路面の損傷状況から判断
すると1km区間まではオーバーレ
イ工法を適用できる可能性があ
るが、残りの 0.6km 区間について
は路盤から構築する必要がある。
高所得者住宅地～市役所裏を結
ぶ閑静な生活／官庁道路である。

道路側溝（起点付近） 

左側 右側 

道路の両側に上幅 0.5～2m、深さ

0.5～1m 程の土水路あるいは練石

積水路が設けられている。起点～

Enos Chomba Avenue の延長 1km

区間については北方向に流下し

Kitwe Steram へ排出している。

Enos Chomba Avenue～終点の延長

0.6km 区間については、両方向か

ら裁判所北側の流末水路へ集積

し、Kitwe ぼた捨場へ排出してい

る。 

＊道路番号：No.26、＊道路名：Mulilansolo Crescent、＊道路延長：0.7km、＊周辺土地利用：高所得者住宅街、

＊道路総幅員：12～13m、＊起終点 Zambezi Way 交差点⇒Twalilwisha Crescent 交差点 
路面状況（全延長：簡易舗装） 

起点付近より終点側を見た様子 起点付近 

 

 

起点～0.2km の区間では舗装材

の損傷が激しく、ほとんどが剥離

しているが、その他の区間では比

較的良好である。予備調査時のラ

フネス指数は、起点側の路面状況

の不良が影響して 10 とやや不良

である。路面の損傷状況から判断

すると、起点側の 0.2km を除きオ

ーバーレイ工法を適用できる可

能性がある。周辺は閑静な高所得

者住宅街で、予備調査時の大型車

両通行量は 50 台/日、車両全体通

行量も 1,100 台/日と交通量はさ

ほど多くはない。 

道路側溝（起点付近） 

左側 右側 

 

 

道路の両側に上幅0.5～2.5m、

深さ 0.5m 程の土水路あるい

はレンガ積水路が設けられて

おり、中には自宅前の側溝を

自前で整備している高所得者

もいる。路面の雨水は、

Riverside 地区から Kitwe 

Streamへ至る流末水路へ排出

している。 

市役所裏の路面は損傷が進行し
ている。

起点から延長 1km 区間の路面
状態は比較的良好である。 

起点～0.2km の区間では舗装材
の損傷が激しい。

自宅前の側溝を自前で整備し

ている高所得者もいる。 
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キトウェ市 
＊道路番号：No.27、＊道路名：Twalilwisha Crescent、＊道路延長：0.9km、＊周辺土地利用：高所得者住宅

街、＊道路総幅員：12～14m、＊起終点 Congo Way 北側交差点⇒Congo Way 南側交差点 
路面状況（全延長：簡易舗装） 

起点付近より終点側を見た様子 起点付近 

 

 

舗装材自体の破損は少ない

が、路面の平坦性が不足して

おり予備調査時のラフネス指

数は 9 とやや不良である。路

面の損傷状況から判断する

と、オーバーレイ工法を適用

できる可能性がある。周辺は

閑静な高所得者住宅街で、予

備調査時の大型車両通行量は

1 台/日と極めて稀である。ま

た、車両全体通行量も 500 台/

日と少ない。 

道路側溝（起点付近） 

左側 右側 

 

道路の両側に上幅 1～2.5m、深

さ 0.3～1m 程の土水路が設け

られている。路面の雨水は、

Mulilansolo Crescent の道路

側溝を経て Riverside 地区か

ら Kitwe Stream へ至る流末水

路へ排出している。 

＊道路番号：No.28、＊道路名：Lwanshimba Westmain、＊道路延長：3.5km（Chamboli 区間 2.1km、Lwanshimba

区間 1.4km）、＊周辺土地利用：低所得者、一般住宅街、＊道路総幅員：8～24m、＊起終点 国道 3 号線交差

点⇒Chamboli 墓地（Chamboli 区間）、Social Club（Lwanshimba 区間） 
路面状況（全延長：簡易舗装） 

Chamboli 区間（Lwanshimba との分岐

点付近より終点側を見た様子） 

Lwanshimba 区間 

（0.9km 付近より終点側を見た様子）

  

(1)Chamboli 区間：分岐点～0.8km の
延長 0.8km 区間は中央帯を挟んで上
下のﾚｰﾝに分離されている。上りﾚｰﾝ
はﾎﾟｯﾄﾎｰﾙが多少有り、下りﾚｰﾝでは
舗装材の大きな破損が数箇所ある。
0.8～1.7km の延長 0.9km 区間では舗
装材の損傷が大きく、路面状況は不
良である。1.7km～終点の延長 0.4km
区間はｱｽﾌｧﾙﾄｺﾝｸﾘｰﾄが施されており
路面状態は良好であるが、車道幅員
が 3.75m の一車線のみである。 
(2)Lwanshimba 区間：ポットホールが
多く、舗装材の破損も進行しており
路面状況は不良である。予備調査時
の大型車両通行量は 80 台/日と少な
いが、車両全体通行量は 3,300 台/日
と多い。 

道路側溝（Lwanshimba と Chamboli の分岐点から 0.3km 付近） 

左側 右側 

  

(1)Chamboli 区間：分岐点～0.8km の
延長 0.8km区間の上りﾚｰﾝ端には上幅
0.5～1m、深さ 1m 程の蓋付ｺﾝｸﾘｰﾄ水
路が設けられているが、下りﾚｰﾝに排
水側溝は設けられていない。0.8～
1.7kmの延長0.9km区間では右側に部
分的にｺﾝｸﾘｰﾄ水路が設けられてい
る。1.7km～終点の延長 0.4km 区間で
は排水側溝は設けられておらず、道
路両側の未開発原野へ自然排水して
いる。 
(2)Lwanshimba 区間：起点～0.5km の
延長0.5km区間の左側には上幅1.5m、
深さ 0.5m程の土水路が設けられてい
るが、右側には設けられていない。
0.5～1.4km の延長 0.9km 区間では道
路の両側に部分的に排水側溝が設け
られている。 

大きな破損が多少見受けられる。

上りﾚｰﾝはﾎﾟｯﾄﾎｰﾙが多少ある。 
下りﾚｰﾝは舗装材の大きな損傷がある。 

上り 下り 

路面の劣化が進行している。 

蓋付コンクリート側溝 

下りﾚｰﾝには排水側溝が

設けられていない。 
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キトウェ市 
＊道路番号：No.29、＊道路名：Ipusukilo、＊道路延長：0.8km、＊周辺土地利用：低所得者、一般住宅街、 

＊道路総幅員：5～12m、＊起終点 Kwacha Road 交差点⇒Ipusukilo 流末水路パイプカルバート 
路面状況（全延長：未舗装） 

起点付近より終点側を見た様子 終点のパイプカルバート 

  

未舗装道路であるので、道路改修

の際には路盤から構築する必要

が あ る 。 道 路 区 間 終 点 の

Ipusukilo 流末水路横断パイプカ

ルバートは、道路幅が 4.4m と狭

く、また損傷が進行しているので

全面的な改築が必要である。周辺

は 一 般～ 低所 得 者住 宅街 で

Ipusukilo 市場を有する重要な生

活道路である。予備調査時の大型

車両通行量は 80 台/日、車両全体

通行量も 1,100 台/日と交通量は

である。 

道路側溝（0.6km 付近） 

左側 右側 

  

起点～Ipusukilo 市場入口の延長

0.5km 区間については道路の両側

に上幅 1～1.5m、深さ 0.5～1m 程

の土水路が設けられている。この

区間の雨水は、道路北側の未開発

低地へ排出している。Ipusukilo

市場入口～終点の延長0.3km区間

については、市場に沿って道路の

両側に浅い溝があり路面の雨水

を流下させているが、一部の露店

は車道にまで進出しており、排水

溝を遮断して流水の疎通を妨げ

ている。 

＊道路番号：No.30、＊道路名：Independence Service Line、＊道路延長：1.1km、＊周辺土地利用：工業地域、 

＊道路総幅員：11～12m、＊起終点 Mulilakwenda Road 交差点⇒Natwange Road 交差点 
路面状況（全延長：簡易舗装） 

0.9km 付近より終点側を見た様子 0.9km 付近 

 

 

路面にはポットホールが多く、ま

た交差点では舗装材の損傷が激

しい。路面の損傷状況から判断す

ると、路盤から構築する可能性が

ある。予備調査時のラフネス指数

は 10 とやや不良である。 

Independence Avenue に平行する

副道で、工業地域の境界線を形成

している。予備調査時の大型車両

通行量は 100 台/日、車両全体通

行量も 1,000 台/日である。 

道路側溝（0.9km 付近） 

左側 右側 

  

雨 水 は 道 路 の 右 側 の

Independence Avenue の排水

側溝へ排出する。道路の左側

については側溝が設けられて

おらず新設する必要がある。

 

交差点では路面の損傷が激しい。 

路 面 の 雨 水 は
Independence Avenue
の排水側溝へ排出す
る。 

道路の左側には側溝が設けられ
ておらず新設が必要である。 

ラテライトの路面

4.4m

改築する必要のある 
終点のパイプカルバート

露 店 の 間
口 に 不 具
合が生じな
いよう蓋付
側 溝 が 必
要である。 

露 店 の 進
出 が 道 路
側 溝 の 流
水 の 疎 通
を 妨 げ て
いる。 
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